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厚生労働省 「AIを用いた診断、治療等の支援を行うプログラムの利用と医師法第17条の規定との関係について」

引用：保健医療分野AI開発加速コンソーシアム（第４回）資料４
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ユネスコ Global Conference - Principles for AI 【2019年 3月4日】

○ 会合の概要
（1）開催日： 平成３１年３月４日
（2）場所： 仏パリ ユネスコ本部
（3）会議の目的：
●人工知能（ＡＩ）が有する機会と課題、特に透明性とアカウンタビリティに関する意識を向上させ、検討を促す。
●ＳＤＧｓに関連してＡＩが有する潜在的な力について議論する。
●特に教育、科学、文化及びコミュニケーション・情報の分野において、ジェンダー平等とアフリカに焦点を当てつつ、ＡＩとその適用に関
する潜在的利益と課題について、世界を代表する関係者（加盟国、国際機関、民間企業、市民社会、メディア、アカデミア等）の
間における議論を促進する。

●ＡＩの普遍的側面，倫理的側面及びＡＩの活用について「人間中心」の発展を確保する方策について焦点を当てて議論する。
（4）日本からの出席者：

鈴木憲和 外務大臣政務官 閣僚級ラウンドテーブル

須藤 修 東京大学教授 （本推進会議議長） セッション３：「人間中心かつ倫理的なＡＩに向けて」

江村克己 NEC執行役員常務兼CTO（本検討会構成員） セッション２：「ＡＩの普遍性とは」

○ ユネスコがリードする理由
●ユネスコは、ＡＩの倫理的・社会的影響を扱い、「人間中心（human-centered）」のＡＩの発展を促進するにあたり、国連システムの中で最も
適切な機関である（ＡＩの倫理について規範的文書の作成を目指し、4月の執行委員会及びその後の総会に諮りたいとの考え。）

●ユネスコは、技術的支援及びキャパシティビルディングを提供することで、加盟国がＡＩによる技術革新に適応し、イノベーションや知識へのアクセス向上
を支援できる（特に「ＡＩディバイド」に対応すべく、途上国のデータへのアクセス向上や技術革新へのキャッチアップ支援を重視。）
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